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六
月
十
五
日
、
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
今
年
度
第
一
回
目
と

な
る
「
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
埼
玉
労
働
局
職
業
対
策
課 

地
方
雇
用
開
発
担
当
官 

原
田
善
人 

氏

に
よ
る
「
二
十
九
年
度 

取
扱
助
成
金
に

つ
い
て
」
の
説
明
と
草
加
市
に
あ
る
長
谷

川
製
作
所
の
「
障
害
者
雇
用
企
業
事
例
発

表
」
で
、
企
業
関
係
八
三
社
、
一
一
七
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

助
成
金
に
つ
い
て
は
、「 

～ 

コ
ー
ス
」

等
名
称
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
や
一
部
体

系
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
豊
富
な

資
料
と
図
式
を

使
っ
て
分
か
り

や
す
く
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
「
助
成
金
が
こ
ん
な

に
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」「
語
句
解

説
や
改
訂
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
分
か
り
や

す
く
説
明
い
た
だ
い
た
」
な
ど
、
参
加
企

業
か
ら
は
好
評
で
し
た
。 

ま
た
、
長
谷
川
社
長
の
発
表
で
は
、
二

代
目
と
し
て
の
経
営
に
お
け
る
苦
労
や

失
敗
談
、
又
、
そ
の
時
々
の
心
模
様
を
赤

裸
々
に
あ
ま
す

こ
と
な
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
時
に

社
長
を
取
り
巻
く
社
員
の
意
識
も
率
直

に
語
ら
れ
、
よ
り
臨
場
感
を
持
っ
て
う
か

が
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
事
者
の
方
か
ら
も
発
表
が
あ

り
、
実
習
か
ら
入
職
、
そ
れ
か
ら
の
想
い

を
非
常
に
素
直
に
語
ら
れ
、
仕
事
を
通
じ

て
ご
本
人
の
成
長
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う

な
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
会
社
の
温
か
さ
を

感
じ
た
」
「
障
害
者
雇
用
前
向
き
に
取
り

組
も
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
」

「
当
事
者
の
方
の
話
か
ら
、
会
社
が
と
て

も
楽
し
く
、
充
実
し
て
い
る
様
子
が
伺
え

た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

     

    

障
害
者
雇
用
率
の
算
定
式
に
精
神
障

害
者
が
追
加
さ
れ
る
中
、
「
精
神
障
害
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
す
る
」
た

め
の
講
座
を
今
年
度
よ
り
開
催
し
て
い

ま
す
。 
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新
設
、
精
神
障
害
者 

 
 

 

雇
用
基
礎
講
座
始
ま
る 

第
一
回 

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

-
 

企
業
の
障
害
者
雇
用
へ
の
意
識
高
ま
る -

  



グループワークでの情報交換 

「
精
神
障
害
」
「
雇
用
後
の
配
慮
」
等
に

つ
い
て
、
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
精
神
保
健
福
祉
士
が
講
師
と
な
り
、

そ
の
後
少
人
数
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。 

四
月
と

五
月
の
講

座
で
は
、

す
で
に
精

神
障
害
者

を
雇
用
、

ま
た
は
雇

用
予
定
の

企
業
担
当
者
二
十
名
前
後
が
参
加
し
て

い
ま
す
。 

「
精
神
障
害
に
つ
い
て
の
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
」
「
採
用
時
の
ポ
イ
ン

ト
も
教
え
て
も
ら
い
参
考
に
な
っ
た
」

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
意
見
交
換
が

と
て
も
有
益
だ
っ
た
」
等
の
感
想
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

今
後
十
月
二
十
四
日
、
十
一
月
二
十
一

日
に
も
講
座
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
案
内
中
）
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

        

六
月
二
日
に
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働

局
よ
り
平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る
障

害
者
の
職
業
紹
介
状
況
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。 

就
職
件
数
は
、
三
、
九
五
八
件
で
、
対

前
年
度
比
、
四
一
九
件
増
、
と
も
に
過
去

最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。 

精
神
障
害
者
、
そ
の
他
の
障
害
者
の
新

規
求
職
申
込
件
数
、
就
職
件
数
と
も
大
き

な
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
産
業
別
で
は

「
医
療
・
福
祉
」

「
製
造
業
」「
卸

売
業
・
小
売
業
」

「
複
合
サ
ー
ビ

ス
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
」
の
就
職

件
数
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。 

    

厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
は
、

諮
問
を
受
け
て
い
た
「
障
害
者
雇
用
率
に

つ
い
て
（
案
）
」
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
っ
て 
厚
生
労
働
省
で
は
、
今

後
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
た
対
応
を
行
う

予
定
で
す
。 

●
障
害
者
雇
用
率
に
つ
い
て 

 

一
．
民
間
企
業
に
つ
い
て
は
、
二
．
三
％

（
当
分
の
間
二
．
二
％
、
三
年
を
経
過
す

る
日
よ
り
前
に
二
．
三
％
）
に
す
る
こ
と
。

二
．
国
及
び
地
方
公
共
団
体
並
び
に
特
殊

法
人
に
つ
い
て
は
、
二
．
六
％
（
当
分
の

間
二
．
五
％
、
三
年
を
経
過
す
る
日
よ
り

前
に
二
．
六
％
）
と
す
る
こ
と
。 

三
．
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
二
．
五
％
（
当
分
の
間
二
．
四
％
、

三
年
を
経
過
す
る
日
よ
り
前
に
二
．
五
％
）

と
す
る
こ
と
。 

●
施
行
期
日 

 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
。 

 

 

 新規求職件数 前年度比 就職件数 前年度比 

身体障害者 2,728 件 -5.4％ 977 件 -7.0％ 

知的障害者 1,699 件 +6.5% 932 件 +12.2％ 

精神障害者 4,563 件 +12.0% 1,900 件 +22.0% 

その他 487 件 +30.9% 149 件 +50.5% 

合 計 9,477 件 +6.2% 3,958 件 +11.8％ 

情 

報 

ひ 

ろ 

ば 
 

平
成
二
十
八
年
度 

埼
玉
県
の 

障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
発
表 

平
成
三
十
年
度 

障
害
者
雇
用
率
の
発
表 ※ 埼玉労働局発表資料より抜粋  

平
成
二
十
九
年
度
、
第
二
回
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
を
左
記
の
予
定
で
、
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

日
時 

平
成
二
十
九
年
九
月
十
三
日
（
水
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
三
時
～
十
五
時
三
〇
分

場
所 

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

一
〇
階 

多
目
的
ホ
ー
ル 

定
員 

四
〇
〇
名 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
下
旬
に
当
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。 


